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小野市嘱託職員の身分取扱い等に関する条例及び小野市非
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 小野市嘱託職員の身分取扱い等に関する条例及び小野市非常勤職員の

身分取扱い等に関する条例の一部を改正する条例を別紙のように定める。 
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 （提案理由） 

高齢者層を含めた多様な人材を安定して確保できるよう定数外職員の

定年を７０歳に引き上げるため。 

（53） 



（53-1） 

   小野市嘱託職員の身分取扱い等に関する条例及び小野市非 

常勤職員の身分取扱い等に関する条例の一部を改正する条 

例 

 

 （小野市嘱託職員の身分取扱い等に関する条例の一部改正） 

第１条 小野市嘱託職員の身分取扱い等に関する条例（平成２２年小野

市条例第２７号）の一部を次のように改正する。 

第２条中「６５歳」を「７０歳」に、「第１７条」を「第１７条の

２」に改める。 

  第３条第２項中「認めた場合は」の次に「、勤務実績を考慮して」

を加え、同項ただし書を削り、同条第３項中「６５歳」を「７０歳」

に改める。 

 （小野市非常勤職員の身分取扱い等に関する条例の一部改正） 

第２条 小野市非常勤職員の身分取扱い等に関する条例（平成２２年小

野市条例第２８号）の一部を次のように改正する。 

第２条中「６５歳」を「７０歳」に、「第１７条」を「第１７条の

２」に改める。 

第３条第２項中「認めた場合は」の次に「、勤務実績を考慮して」

を加え、同項ただし書を削り、同条第３項中「６５歳」を「７０歳」

に改める。 

 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 

  


